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お年寄りにやさしい町づくり
「10年後の赤間西プラン」をつくろう！

～赤間西小６年生総合的な学習～
赤
間
西
地
区
の
現
状
を
理
解

　

赤
間
西
地
区
福
祉
会
会
長
の

山
本
凱
教
さ
ん
、
副
会
長
の
加

来
節
夫
さ
ん
、
事
務
局
長
の
河

村
光
明
さ
ん
が
10
月
３
日
、
各

ク
ラ
ス
で
赤
間
西
地
区
の
高
齢

化
率
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
10

年
後
さ
ら
に
高
齢
化
が
進
ん
で

い
く
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
考
え
て
い
る
以
上
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ

き
、
年
を
重
ね
て
も
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
町
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
の
立
場
に
立
っ
て

 
〜
高
齢
者
擬
似
体
験
〜

　

子
ど
も
た
ち
は
、
加
齢
と
と

も
に
現
れ
て
く
る
機
能
の
低
下

や
、
高
齢
者
の
体
の
特
徴
な
ど

を
理
解
す
る
た
め
に
、
高
齢
者

擬
似
体
験
セ
ッ
ト「
も
み
じ
箱
」

を
装
着
し
、
高
齢
者
の
筋
力
の

衰
え
や
視
力
の
低
下
し
た
状
態

な
ど
、
高
齢
者
の
日
常
の
動
作

を
擬
似
体
験
し
ま
し
た
。

　

体
験
で
は
、
文
字
を
書
い
た

り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
階
段
を

上
っ
た
り
下
っ
た
り
し
て
校
舎

の
中
を
歩
き
ま
し
た
。

　

平
ら
な
場
所
で
も
膝
が
曲
が

ら
ず
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

歩
け
な
か
っ
た
り
、
眼
鏡
を
か

け
て
白
内
障
を
体
験
す
る
と
、

視
界
の
狭
さ
や
見
え
に
く
い
状

態
に
戸
惑
う
子
ど
も
も
い
ま
し

た
。

高
齢
者
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　

10
月
24
日
、
地
域
の
高
齢
者

と
の
交
流
活
動
を
通
じ
、
赤
間

　

赤
間
西
小
学
校
６
年
生
の
福
祉
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
高

齢
化
社
会
に
焦
点
を
あ
て
た
学
習
が
、10
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

赤
間
西
地
区
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
交
流

活
動
、
赤
間
西
地
区
の
高
齢
化
率
の
現
状
（
下
表
）
な
ど
か
ら
課

題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
見
通
し
の
あ
る
「
10
年
後
の

赤
間
西
プ
ラ
ン
」
を
立
て
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
福
祉
教
育

の
取
り
組
み
に
は
、
赤
間
西
地
区
福
祉
会
や
赤
間
西
地
区
内
の
各

小
地
域
福
祉
会
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

西
地
区
の
現
状
を
地
域
の
高
齢

者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
活
動

が
あ
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
は
、

●
赤
間
西
地
区
が
住
み
や
す
い

と
感
じ
る
こ
と

●
不
便
だ
な
と
感
じ
る
こ
と

●
行
き
に
く
い
施
設

●
こ
ん
な
手
助
け
が
あ
っ
た
ら

…
な
ど

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と

に
10
月
31
日
、
日
常
生
活
で
不

便
な
と
こ
ろ
や
改
善
が
必
要
な

と
こ
ろ
を
、
地
域
の
高
齢
者
と

一
緒
に
確
認
し
て
ま
わ
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ら
の
学

習
活
動
か
ら
、
地
域
の
高
齢
者

を
は
じ
め
、
赤
間
西
地
区
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
が
住
み
や
す

い
、
そ
し
て
も
っ

と
住
み
良
い
町
に

な
る
た
め
に
、
自

分
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
に
つ
い

て
考
え
、「
10
年

後
の
赤
間
西
プ
ラ

ン
」
を
提
言
し
、

地
域
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

高齢者擬似体験
「枠の中に文字を書いてみるけど…
思うようにうまく書けないなあ～」

赤間西地区の高齢化の現状について説明
する赤間西地区福祉会　山本凱教会長
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介護予防いきいき交流会事業の
看護師・保健師募集

　市内の小地域福祉会で実施している介護予防
いきいき交流会事業「いきいきふれあいサロン」
で、高齢者の健康チェックをする看護師・保健
師を募集しています。
●勤務内容
①健康チェック（血圧・体重・体脂肪の測定）
②参加者の記録作成
③健康に関する相談業務
④参加者の状況観察

●勤務時間　１回につき１時間程度
●勤務場所　いきいきふれあいサロンを実施す
る各会場（公民館、コミュニティ・センター
など）

●賃金　１回1,500円
●活動費　１回300円
●募集人数　若干名
●問い合わせ先　総務福祉係　☎（37）１３００
　　　　　　　　担当（酒見・水上）
●その他　総務福祉係へ履歴書と看護師・保健
師免許状（コピー可）を持参ください。採用は、
後日面談のうえ決定します。

「
健
康
・
福
祉
・
地
域
の
和
」
を
テ
ー
マ
に

ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り

 

in 

玄
海
２
０
０
７ 

開
催

　

10
月
28
日
、
市
保
健
福
祉
会

館
「
ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
」
を
会

場
に
「
ゆ
う
ゆ
う
ま
つ
り
in
玄

海
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
玄
海
４
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
共
同
開

催
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
１

店
ず
つ
バ
ザ
ー
出
店
が
あ
り
ま

し
た
。

　

釣
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

を
兼
ね
た
「
健
康
ウ
オ
ー
ク
」

が
午
前
８
時
30
分
に

ス
タ
ー
ト
。
今
年
も

空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど

を
拾
い
な
が
ら
、
約

５
㎞
の
釣
川
リ
バ
ー

サ
イ
ド
コ
ー
ス
の
景

色
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
乗
馬
体
験
が
行
わ

れ
、会
館
内
で
は
骨
密
度
測
定
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
演
芸
発
表

会
な
ど
、
各
催
し
は
盛
況
で
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
「
心
の
ふ
れ
あ
い
―

家
族
の
き
ず
な
」
で
は
、
慈
明

院
の
吉
住
明
海
住
職
か
ら
心
温

ま
る
話
が
あ
り
、
時
に
笑
い
、

時
に
感
動
す
る
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
手
話

に
加
え
て
、
点
字
と
音
訳
が
加

わ
り
、
多
く
の
参
加
者
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
ふ
れ
合

い
、
テ
ー
マ
で
あ
る
「
健
康
・

福
祉
・
地
域
」
に
つ
い
て
「
和
」

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

日
用
品
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
度
目
の
「
日
用
品

バ
ザ
ー
」
で
は
、
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
み
な

さ
ん
に
品
物
の
提
供
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
売
上
金
は
「
ま
つ
り
」

の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

乗馬体験コーナー
お馬さんに乗ってポッカポッカ歩いたよ

両足を失い、人生を投げて生きてき
たが、あとから気付いた「親の愛情
と支え」に、涙…の講話

赤間西地区

行政区名 世帯数 人口 世帯
構成員

65歳
以上

高齢化
率

土穴 1,046 2,251 2.2 542 24.1％
三郎丸 518 1,409 2.7 221 15.7％
大谷 523 1,542 2.9 185 12.0％
泉ヶ丘
１丁目 256 842 3.3 63 7.5％

泉ヶ丘
２丁目 293 958 3.3 86 9.0％

マンション
土穴１ 86 236 2.7 16 6.8％

マンション
土穴２ 69 169 2.4 9 5.3％

赤間ヶ丘
１区 246 600 2.4 231 38.5％

赤間ヶ丘
２区 174 422 2.4 172 40.8％

城ヶ谷 355 810 2.3 364 44.9％
城山 162 378 2.3 139 36.8％

赤間西地区計 3,728 9,617 2.6 2,028 21.1％
宗像市全体 36,679 95,418 2.6 19,414 20.3％

赤間西地区人口・世帯数状況表 平成19年３月末日現在

赤間西地区　年齢別人口 平成19年４月

赤間西地区の現状について
インタビューする子どもたち

　光岡に九州場所の巡業部屋を構えて
いる武蔵川部屋（元横綱三重ノ海親方）
から、「青少年の健全育成に役立てて
ください」と、チャリティーイベント
益金20万円の寄付をいただきました。
　この益金は、11月３日にトリアー
ダ宗像を会場に、毎年恒例のお相撲さ
んによる「ちゃんこ鍋」や「餅つき大会」
などで得た収益です。
　本会では、寄付の趣旨に沿うように、
福祉教育セミナーやジュニアボラン
ティアスクールなどに、有効に使わせ
ていただきます。ありがとうございま
した。

チャリティー益金のご寄付
ありがとうございました
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０
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メ
イ
ト
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内

宗
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市
神
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１
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８
番
地
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ゆ
う
ゆ
う
ぷ
ら
ざ
内

宗
像
市
大
島
１
８
０
９
番
地
32 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
内

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

h
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m
u
n
akata.

co
m/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

in
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syakyo.

m
u
n
akata.
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m

玄
海
支
所

大
島
支
所

☎
（
37
）
１
３
０
０

☎
（
34
）
６
０
０
８

☎
（
72
）
２
２
９
４

宗
像
市
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】（
敬
称
略
）

・（
故
）宗
岡
初
子 

（
深
田
）

・（
故
）力
丸
サ
ダ
子 （
田
島
）

・（
故
）白
石
ハ
マ
子 （
平
井
）

・（
故
）坂
本
マ
サ 

（
田
熊
）

・
北
﨑
久
子 

（
稲
元
）

・（
故
）福
田
澄
雄 

（
平
井
）

・（
故
）高
山
宗
雄 

（
吉
留
）

・（
故
）濱
田
武
美 

（
上
八
）

・（
故
）井
上
ア
サ
カ 

（
深
田
）

・（
故
）石
田
幸
生 

（
池
浦
）

・
黒
川
信
春 

（
城
西
ヶ
丘
）

・
亀
崎
景
子 

（
桜
美
台
）

・（
故
）梶
谷
英
彦 

（
朝
町
）

・（
故
）大
川
シ
ゲ
子 （
日
の
里
）

・
的
場
英
敏 

（
武
丸
）

・（
故
）桑
原
康
明 

（
大
井
台
）

・
権
田
一
良 

（
鐘
崎
）

・（
故
）権
田
正
一 

（
鐘
崎
）

・
一
木
岳
志 

（
自
由
ヶ
丘
）

・（
故
）山
本
六
郎 

（
三
郎
丸
）

・
岸
川
キ
ヨ
ノ 

（
須
恵
）

・（
故
）和
田
サ
キ
エ （
上
八
）

・（
故
）綱
脇
博
幸 

（
池
田
）

・
西
尾
静
枝 （
ひ
か
り
ヶ
丘
）

・（
故
）中
野
ユ
キ 

（
深
田
）

・（
故
）吉
田
ツ
ル 

（
田
島
）

・（
故
）髙
向
實 

（
田
野
）

・
福
元
仁 

（
福
津
市
）

・
遠
藤
セ
ツ
コ 

（
大
島
）

【
一
般
寄
付
】（
敬
称
略
）

・
朱
雀
秀
峰

（
平
成
19
年
10
月
31
日
受
付
分
迄
）

テ
ー
マ
は

 
「
２
０
０
７
年
秋
大
運
動
会
」

　

10
月
21
日
に
第
５
回
ほ
ほ
え

み
の
会
を
宗
寿
園
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
社
協
の
介
護
保

険
事
業
な
ど
を
利
用
し
て
い
る

み
な
さ
ん
と
そ
の
家
族
が
56

人
で
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
を
含
め
、
総
勢
１

０
２
人
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
赤
組
と
白
組
に
分

か
れ
、
座
っ
た
ま
ま
楽
し
め
る

玉
入
れ
や
ピ
ン
ポ
ン
玉
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
間

地
稔
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

は
、
昔
の
な
つ
か
し
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
で
、
参
加
者
全

員
で
大
合
唱
と
な
り
ま
し

た
。

　

家
族
か
ら
の
35
年
間

に
及
ぶ
介
護
体
験
の
話
で

は
、「
夫
よ
り
１
日
で
も

長
く
生
き
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
の
言
葉
に
、

参
加
者
は
涙
を
ぬ
ぐ
い
ま

し
た
。

　

後
半
の
、
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
尻
相
撲
大
会
で
盛
り

居宅介護支援センター・
ホームヘルパーステーションが

移転しました
　居宅介護支援センター・ホームヘルパーステー
ションは、12月１日からメイトム宗像本館から、同
じメイトム内の旧シルバー人材センター建物内に移
転しました。
　電話番号、ファックス番号は今までどおりです。

問　居宅介護支援センター ☎（37）２７８０
 ファックス（34）２４１２
　　ホームヘルパーステーション ☎（37）１３２２
 ファックス（37）１３８８

上
が
り
は
最
高
潮
に
達
し
、

最
後
は
全
員
で
炭
坑
節
を
輪

に
な
っ
て
踊
り
、
盛
況
の
ま

ま
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
生
き
生
き
と

し
た
表
情
や
目
の
輝
き
、
童

心
に
戻
っ
た
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

＝
第
５
回
ほ
ほ
え
み
の
会
＝

みんなで支えあうあたたかい地域づくり
歳末たすけ合い募金が

始まります
　今年も12月１日から「歳末たすけあい募金」が始

まりました。

　すでにＮＨＫなどのテレビ放送で、募金協力の呼び

かけが行われています。

　この募金は、「新たな年を迎える時期に、支援を必

要とする人たちが地域で安心して暮らすことができる

ように」との目的で、民生委員・児童委員の協力によ

り実施しています。

　昨年、みなさんからいただいた募金は、低所得世帯

や地区福祉会、福祉団体、ボランティア団体、子育て

サークル・サロンなどに配分し、有効に活用されまし

た。

　年末の何かと出費の多い時期ではございますが、今

年もみなさんのご協力をお願いします。

福
祉
の
心 

こ
こ
に
!!
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祉
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読
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福
祉
教
育
読
本

「
と
も
に
生
き
る
」

 

感
想
文

　

毎
年
、
市
内
の
小
学
校
５
年

生
を
対
象
に「
と
も
に
生
き
る
」

の
感
想
文
を
募
集
し
、
展
示
と

表
彰
を
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
『
と
も
に

生
き
る
』
は
、
毎

日
の
生
活
で
心
身

を
問
わ
ず
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
体

験
し
て
い
る
人

や
、
そ
の
家
族
、

ま
わ
り
で
援
助
を

し
て
い
る
人
た
ち

な
ど
の
実
話
を
元
に
、
福
岡
県

社
会
福
祉
協
議
会
が
作
成
し
た

本
で
す
。

　

感
想
文
の
募
集
は
、
ど
ん
な

立
場
の
人
に
も
理
解
し
よ
う
と

し
て
接
す
る
姿
勢
や
「
と
も
に

生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
、
勇

気
や
思
い
や
り
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

審
査
員
も
選
考
に
困
る
ほ

ど
、
ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
感
想

文
で
し
た
が
、
そ
の
中
で
表
１

の
10
作
品
が
受
賞
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」
を

込
め
た
力
作
ぞ
ろ
い

 

〜
福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
〜

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
福
祉

教
育
推
進
事
業
の
指
定
を
受
け

て
い
る
保
育
園
や
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
校
を
対
象

に
、「
思
い
や
り
・
や
さ
し
さ
」

を
テ
ー
マ
に
絵
画
を
募
集
し
、

展
示
と
表
彰
を
行
う
も
の
で

す
。
応
募
総
数
は
１
１
７
点
で

し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
自
分
の
想

い
や
経
験
を
「
絵
」
に
描

く
こ
と
で
、
本
人
や
家
族

に
福
祉
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で

を
５
部
門
に
分
け
、
表
２

の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
６
作

品
ず
つ
を
表
彰
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

小学校高学年の部　金賞
自由ヶ丘小学校　５年
古島 奈央子さん

「盲導犬を連れた女の人との駅での出会い」

小学校低学年の部　金賞
河東西小学校　３年
中村 優希さん
「思いやり」

幼児の部　金賞
西海保育園
桐井 文旦さん

「お友達に席を譲っているところ」

高校生の部　金賞
宗像高校　１年
大神 春架さん
「一本の手」

中学生の部　金賞
河東中学校　２年
丸林 照実さん

「あなたもできる 人助け」

部 学校名等 学年 氏名 賞

幼児の部

西海保育園 桐井 文旦 金賞
西海保育園 松尾 瑠奈 銀賞
西海保育園 古里 一斗 銀賞
西海保育園 塘 琉希 銅賞
西海保育園 遠藤 正景 銅賞
西海保育園 安光 大悟 銅賞

小学校
低学年の部

河東西小学校 ３年 中村 優希 金賞
河東西小学校 １年 吉田 廉太朗 銀賞
日の里東小学校 ３年 大平 海和 銀賞
河東小学校 ３年 坪根 寿子 銅賞
赤間西小学校 ３年 樺島 姫子 銅賞
河東西小学校 １年 藤井 梨乃 銅賞

小学校
高学年の部

自由ヶ丘小学校 ５年 古島 奈央子 金賞
河東小学校 ４年 小野 紗奈 銀賞
赤間小学校 ６年 手島 貴史 銀賞

日の里東小学校 ５年 服部 智奈 銅賞
自由ヶ丘小学校 ５年 中野 有佳子 銅賞
河東小学校 ５年 波多野 佑理 銅賞

中学生の部

河東中学校 ２年 丸林 照実 金賞
城山中学校 ２年 真重 りの 銀賞
河東中学校 ２年 髙山 結花 銀賞
大島中学校 １年 藤島 亮 銅賞
城山中学校 １年 古賀 千裕 銅賞
城山中学校 ２年 白水 真由美 銅賞

高校生の部

宗像高校 １年 大神 春架 金賞
宗像高校 ２年 麻上 陽子 銀賞
宗像高校 ２年 井上 愛理 銀賞
宗像高校 ２年 部谷 文香 銅賞
宗像高校 １年 大村 梨紗 銅賞
宗像高校 １年 神崎 智恵子 銅賞

福祉絵画コンクール 受賞者一覧（表２）
学校名 氏名 賞

日の里東小学校 吉武 真季 会長賞

自由ヶ丘小学校 益満 紗帆 金賞

河東西小学校 花田 多衣 金賞

日の里西小学校 楢木野 晴香 銀賞

河東西小学校 野里 碧海 銀賞

河東小学校 樽原 大貴 銀賞

河東小学校 吹原 健太 銅賞

河東小学校 山本 朝楓 銅賞

自由ヶ丘南小学校 中村 典 銅賞

河東西小学校 黒木 悠大 銅賞

「ともに生きる」感想文 受賞者一覧（表１）

　

11
月
３
日
、宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
で
開
催
さ
れ
た
「
第

６
回
子
ど
も
ま
つ
り
」
会
場
で
、福
祉
教
育
読
本
「
と

も
に
生
き
る
」
感
想
文
と
福
祉
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
展
示
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。


